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　11 月 1 日に一茶館を会場に一茶秋麗茶会を
開催しました。約 100 人の方に、薄茶席と点
心席を楽しんでいただきました。一茶逗留の
離れ家では表千家の宮前社中、句碑広場では
石州流の朝比奈社中が野点でお客様をもてな
しました。秋麗茶会という名に相応しい麗ら
かな日和の中、紅葉に囲まれてのお茶会とな
りました。
　点心席では松茸御飯やシャインマスカット
等、秋ならではの味覚を詰めた特製懐石弁当
を召し上がっていただきました。また、お茶
席のお菓子は、高山村産の栗の渋皮煮と上新
粉と山芋で皮をつくり地場産小豆を使った一
茶まんじゅうをご用意いたしました。
　来年も春と秋にお茶会を開催する予定です。

企画展

一茶と高山村の門人たち

　小林一茶と高山村の門人たちの親交の深さを知るこ
とのできる歌仙や手紙を貼った貼りまぜ額や門人たち
の俳句を中心に、今年の九月に発見された高杜神社（高
山村久保地区）の俳額
など、高山村の門人た
ちの一茶との交流や高
山村の門人たちの俳諧
について知ることので
きる展示です。

高山村のお宝展　展示品
開催は2016年 1月5日㈫～1月31日㈰

一茶の句俳画コンクール作品
　　募集締め切りは2016年 1月13日㈬

第 10 回 一茶ゆかりの里フェスタ出演者
　　　期日2月6日㈯・7日㈰

一茶秋麗茶会

一茶館で募集しています
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第
十
九
回  

一
茶
ゆ
か
り
の
里
俳
句
大
会

一
茶
ゆ
か
り
の
里
大
賞	

名
人
に
松
茸
山
が
寄
っ
て
来
る	

長
野
市	

塩
澤　

淙
々

長
野
県
教
育
委
員
会
賞	

何
も
せ
ぬ
こ
の
一
日
は
一
茶
の
忌	

小
布
施
町	

渡
辺　

澄
子

高
山
村
教
育
委
員
会
賞	

会
話
な
き
ひ
と
日
も
あ
り
ぬ
心
太	

高
山
村	

勝
山　

栄
泉

長
野
県
俳
人
協
会
賞	

青
春
は
泉
の
底
に
沈
ん
で
る	

埼
玉
県	

早
乙
女
文
子

信
濃
毎
日
新
聞
社
賞	

螢
狩
遠
き
日
の
闇
呼
び
に
け
り	
高
山
村	

高
野　

悠
子

須
坂
新
聞
社
賞	

実
直
を
貫
き
案
山
子
倒
れ
け
り	
新
潟
県	

織
田
亮
太
朗

高
山
村
文
化
協
会
賞	

歪
み
た
る
佐
渡
の
島
影
薄
暑
か
な	

須
坂
市	

清
水　
　

章

信
州
高
山
温
泉
郷
観
光
協
会
賞	

草
笛
の
鋭
く
鳴
り
ぬ
河
原
か
な	

中
野
市	
吉
原　

路
子

高
山
村
公
民
館
賞	

水
切
り
の
石
の
行
方
や
河
鹿
鳴
く	

東
京
都	

權
守
い
く
を

高
山
俳
壇
賞	

破
れ
蓮
や
鯉
の
呑
み
込
む
陽
の
か
け
ら	

千
葉
県	

若
林　

佐
嗣

高
山
俳
壇
賞	

稲
束
を
空
へ
一
振
り
稲
架
掛
け
る	

愛
知
県	

加
藤　

久
子

高
山
俳
壇
賞	

月
の
能
終
の
一
鼓
を
打
つ
虚
空	

三
重
県	

増
田　

笑
子

高
山
俳
壇
賞	

母
の
手
を
切
り
た
が
る
児
の
大
花
野	

愛
知
県	

平
野　

辰
美

高
山
俳
壇
賞	

目
を
合
は
す
こ
と
な
き
夫
婦
菊
人
形	

三
重
県	

川
崎　

和
子

高
山
俳
壇
賞	

人
の
世
も
不
揃
ひ
あ
り
ぬ
葱
坊
主	

埼
玉
県	

小
久
保
以
久

高
山
俳
壇
賞	

か
ま
く
ら
を
庭
に
残
し
て
子
ら
帰
る	

高
山
村	

古
谷　

公
子

高
山
俳
壇
賞	

手
が
と
ど
く
近
さ
に
山
の
滴
れ
る	

長
野
市	

中
村　
　

弘

主
　
催　
高
山
村
・
高
山
村
教
育
委
員
会
・
高
山
俳
壇

期
　
日　
平
成
27
年
10
月
18
日
㈰

選
　
者　
長
野
県
俳
人
協
会　

会
長　

東
福
寺
碧
水

　
　
　
　

副
会
長　

近
藤
柊
雨
・
倉
科
繁
登
・
海
野
良
三
・
山
口
斗
人
（
敬
称
略
）

応
募
人
数　
１
２
３
名

応
募
句
数　
４
７
２
句

嘱　

目

秋　

麗

小
林
　
ま
こ
と
　
先
生 

選

福
田
　
喜
美
子
　
先
生 

選

片
桐
　
嶂
泉
　
先
生 

選

一
色
　
正
次
　
先
生 

選

離
れ
屋
の
坊
主
疊
や
秋
麗	

長
野
市	

竹
村　

忠
士

秋
う
ら
ら
水
音
に
あ
る
白
さ
か
な	

長
野
市	

川
崎　

繁
子

秋
う
ら
ら
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
の
さ
迷
へ
る	

木
島
平
村	

小
林　

恵
子

人
の
世
に
何
も
残
さ
ず
秋
う
ら
ら	

木
島
平
村	

片
桐　

嶂
泉

艶
や
か
な
農
夫
の
顔
や
秋
う
ら
ら	

高
山
村	

高
橋　

良
道

秋
麗
や
人
語
鳥
語
の
一
茶
館	

長
野
市	

塩
澤　

淙
々

庭
石
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
秋
日
照
る	

長
野
市	

山
関
き
み
江

墓
石
を
巡
り
て
を
り
ぬ
秋
の
蜂	

長
野
市	

吉
池　

野
草

一
族
の
待
ち
わ
び
お
り
ぬ
今
年
米	

木
島
平
村	

滝
沢　

桂
子

身
に
し
む
や
付
木
に
遺
る
一
茶
の
句	

松
本
市	

福
田
喜
美
子

蒼
天
の
深
き
に
触
れ
て
柘
榴
の
実	

長
野
市	

玉
井　

玲
子

一
族
の
待
ち
わ
び
お
り
ぬ
今
年
米	

木
島
平
村	

滝
沢　

桂
子

特　

選

特　

選

第十九回  一茶ゆかりの里俳句大会
席題　特選句

俳句大会講演会

「一茶俳句に見る
子どもの暮らし」

講 師　俳人 土肥あき子　先生

　19 回目となる今年は、信濃毎
日新聞「けさの一句」の筆者で
もある土肥あき子先生をお招き
し、ご講演いただきました。小
林一茶の俳句に詠まれている子
供の遊びや生活について当時の
浮世絵などを用いて解説してく
ださいました。
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ま
ま
と
い
く
い
っ
ぱ
い
と
ろ
う
か
ぶ
と
む
し	

高
山
小
学
校	

島
田　
　

漣

ク
ワ
ガ
タ
は
じ
ま
ん
の
ア
ゴ
で
き
り
た
お
す	

豊
洲
小
学
校	

野
口　

翔
琉

な
す
の
み
が
う
し
ろ
す
が
た
の
女
の
子	

真
島
小
学
校	

中
澤
は
る
な

つ
な
が
っ
て
か
い
じ
ゅ
う
み
た
い
夏
の
雲	

吉
田
小
学
校	

宮
下　

陽
向

大
き
い
な
た
い
よ
う
み
た
い
な
ひ
ま
わ
り
だ	

真
島
小
学
校	

髙
橋　

宣
貴

か
に
さ
さ
れ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
み
た
い
だ
な	

豊
洲
小
学
校	

川
口　

紗
奈

三
年
生
ち
ょ
っ
と
ふ
あ
ん
の
大
プ
ー
ル	

南
部
小
学
校	

今
井　

遥
夏

夏
の
朝
ま
だ
お
月
さ
ま
出
て
い
る
よ	

南
条
小
学
校	

北
沢　

奈
々

バ
リ
カ
ン
で
う
ん
動
会
に
気
合
い
入
れ	

三
水
第
二
小
学
校	

小
林　

倭
土

き
も
だ
め
し
帰
っ
て
き
た
ら
な
い
て
い
た	

豊
洲
小
学
校	

髙
山　
　

澪

ふ
き
の
と
う
天
ぷ
ら
に
し
て
大
人
味	

松
代
小
学
校	

上
野　

紗
枝

か
ぶ
と
虫
ご
っ
つ
い
角
で
ふ
っ
と
ば
す	

篠
ノ
井
西
小
学
校	

柳　

颯
太
郎

平
泳
ぎ
カ
エ
ル
先
生
ス
イ
ス
イ
と	

鬼
無
里
小
学
校	

古
畑　

結
衣

水
で
っ
ぽ
う
に
じ
の
ト
ン
ネ
ル
く
ぐ
り
合
い	

南
条
小
学
校	

斎
藤
な
つ
き

せ
み
し
ぐ
れ
夜
空
に
ひ
び
く
こ
も
り
う
た	
埴
生
小
学
校	

菅
原　

羽
琉

雪
が
ふ
り
町
中
光
に
包
ま
れ
る	
豊
洲
小
学
校	

草
彅　
　

漣

ホ
タ
ル
が
ね
ラ
ン
プ
代
わ
り
の
夜
の
道　

	

豊
洲
小
学
校	

黒
田　

和
人

「
わ
れ
ち
ゃ
っ
た
！
」
に
せ
も
の
バ
ッ
ト
で
ス
イ
カ
わ
り	

森
上
小
学
校	

阿
部　

遥
樹

せ
み
た
ち
の
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
は
木
も
れ
日
さ	

高
山
小
学
校	

兼
平
尊
乃
介

ふ
も
と
よ
り
若
葉
の
芽
吹
き
加
速
中	

鬼
無
里
小
学
校	
寺
島　

楓
杜

わ
れ
さ
き
に
歌
う
田
の
中
夏
の
声	

南
條
小
学
校	

山
﨑　

美
玖

ミ
ン
ミ
ン
と
い
つ
鳴
り
止
む
か
セ
ミ
の
声	

豊
洲
小
学
校	

髙
橋　

尚
真

そ
よ
風
で
し
げ
る
葉
桜
ゆ
ら
ゆ
ら
り	

山
王
小
学
校	

小
林　

明
璃

草
取
り
に
一
つ
輝
く
汗
ポ
タ
リ	

豊
洲
小
学
校	

沖
田　

美
優

空
見
上
げ
七
夕
の
日
は
夢
広
げ	

豊
洲
小
学
校	

古
谷
ひ
か
里

梅
雨
の
時
期
折
り
た
た
み
ガ
サ
か
わ
か
な
い	

高
山
小
学
校	

須
加
尾
彩
菜

山
の
背
に
入
道
雲
の
ア
イ
ス
あ
り	

高
山
小
学
校	

関
谷　
　

優

お
さ
が
り
の
マ
フ
ラ
ー
身
に
つ
け
ふ
と
笑
う	

高
山
中
学
校	

栁
澤　

颯
佑

七
夕
に
叶
わ
ぬ
夢
を
書
く
自
分	

高
山
中
学
校	

小
林
美
い
菜

闇
の
中
花
火
が
照
ら
す
友
の
顔	

高
山
中
学
校	

東
方　

杏
純

青
蓮
院
ぬ
れ
た
若
葉
の
青
光
る	

常
盤
中
学
校	

佐
々
木
里
歩

大
仏
の
瞳
に
写
る
春
の
雨	

常
盤
中
学
校	

森　
　

葉
月

京
都
一
し
だ
れ
桜
の
お
こ
し
や
す	

北
部
中
学
校	

小
林　
　

陸

春
雨
に
濡
れ
て
も
散
ら
ぬ
花
の
意
地	

北
部
中
学
校	

柳
澤　

陽
葉

山
笑
う
千
本
鳥
居
の
朱
色
か
な	

北
部
中
学
校	

近
藤　
　

愛

京
の
春
風
神
雷
神
暴
れ
け
り	

北
部
中
学
校	

宮
澤　

峻
悟

菜
種
梅
雨
霧
に
隠
れ
る
古
都
の
町	

北
部
中
学
校	

戸
谷　

周
平

上
ば
き
を
干
し
た
空
に
は
雲
の
峰	

墨
坂
中
学
校	

村
石　

彩
夏

夕
焼
け
に
背
中
押
さ
れ
て
急
ぐ
帰
路	

墨
坂
中
学
校	

塩
野
入　

明

陽
炎
や
私
を
夢
へ
と
つ
れ
て
ゆ
け	

墨
坂
中
学
校	

一
色　

鞠
子

春
雨
が
奏
で
る
音
に
葉
も
踊
る	

高
山
中
学
校	

木
藤　

桃
花

中
学
校
三
年
生

小
学
校
一
年
生

中
学
校
一
年
生

小
学
校
二
年
生

中
学
校
二
年
生

小
学
校
三
年
生

小
学
校
四
年
生

小
学
校
五
年
生

小
学
校
六
年
生

応募総数　2091 句
　　　　　小学校（19 校）1391 句
　　　　　中学校（  8 校）　 700 句
審 査 員　上高井教育会俳文学同好会会員
　　　　　高山小・中学校国語科主任　他

（敬称略・順不同）

夏休み俳句教室

講　師
　東福寺碧水 先生

（７日・９日）
　神田北童 先生

（８日）

漬物の四葉きゅうりしわだらけ	 北島つぎこ
うれしいないっぱいさいたよあさがおが	 下崎あやね
家帰りかおにあててるうちわ風	 高橋真美子

こんな俳句をつくりました！

８月７日・８日・９日

第 18 回  一茶ゆかりの里

　小中学生俳句大会特選句
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平
成
二
十
七
年
度

選
者
　
高
山
俳
壇
　
松
本
　
孝
夫
　
先
生

選
者
　
高
山
俳
壇
　
勝
山
　
久
峰
　
先
生

選
者
　
志
ゃ
く
な
げ
俳
句
会
　
荒
井
　
智
雄
　
先
生

雪
深
し
偲
ぶ
一
茶
の
裏
表

初
日
記
ま
ず
は
一
句
を
記
し
て
お
く

年
重
ね
香
り
恋
し
き
蕗
の
と
う

長
命
の
系
図
あ
や
か
り
神
参
り

地
に
光
る
あ
れ
よ
と
見
れ
ば
草
氷
柱

郷
言
葉
受
話
器
に
は
ず
み
あ
た
た
か
し

春
炬
燵
出
る
に
出
ら
れ
ず
昼
が
過
ぎ

ス
ー
パ
ー
よ
り
雪
の
下
こ
そ
蕗
の
と
う

寝
て
る
子
の
笑
う
え
く
ぼ
や
さ
く
ら
ん
ぼ

亡
き
父
の
形
見
着
て
い
る
案
山
子
か
な

ひ
ざ
の
児
を
笑
顔
に
涼
風
あ
や
し
い
る

夏
ま
つ
り
引
く
孫
の
手
の
心
地
良
さ

一
仕
事
終
え
て
冷
え
た
か
西
瓜
食
ぶ

夕
端
居
に
わ
か
に
浮
か
ぶ
母
の
貌

ひ
ま
わ
り
や
青
空
高
く
咲
き
ほ
こ
り

濃
く
淡
く
一
茶
の
筆
や
涼
新
た

涼
新
た
句
帳
の
和
綴
締
め
な
お
す

眺
望
の
山
ま
た
山
や
茸
狩
り

花
こ
ぶ
し
甕
に
溢
る
る
老
舗
宿

髪
束
ね
ペ
ダ
ル
漕
ぐ
娘
に
聖
五
月

決
め
ら
れ
ず
手
い
っ
ぱ
い
の
種
袋

蕗
の
薹
摘
む
喜
び
も
お
裾
分
け

立
春
や
朝
の
掃
除
機
豆
を
吸
ふ

葉
桜
の
影
の
重
な
る
一
茶
像

信
濃
路
や
植
田
に
軽
き
風
渡
る

同
級
会
苦
労
話
も
花
の
庭

濡
れ
枝
に
花
も
滴
る
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

孫
と
来
し
一
茶
会
館
五
月
晴
れ

愛
知
県

愛
知
県

群
馬
県

群
馬
県

群
馬
県

群
馬
県

群
馬
県

群
馬
県

群
馬
県

群
馬
県

群
馬
県

群
馬
県

群
馬
県

群
馬
県

長
野
市

長
野
市

愛
知
県

高
山
村

高
山
村

愛
知
県

群
馬
県

群
馬
県

栃
木
県

栃
木
県

神
奈
川
県

群
馬
県

東
京
都

長
野
市

特
選
天

特
選
地
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吟行句会 ５月23日

　マイクロバスで高山村
の一茶ゆかりの場所と句
碑を巡り互選句会を開催
しました。

特選句
葉桜の風を纏うて一茶句碑	 高野　悠子
句友よぶ声を雄滝に捕られけり	 栗原ヒサエ

フォト×俳句講座 ６月 27 日

　親子 11 組が参加し、素敵なフォト俳句作品が
たくさんできました。

あじさいや
いつ咲くかなと待ちのぞむ

加藤愛奈（小６）

筍や
　君と青

そ ら
空への背へくらべ

中村莉心（小４）親子共同作品


